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１．研究課題

本プロジェクトは、エジプト・カイロ市近郊のギザ台地に、未発掘のまま、解体されて眠っている世

界最古の大型木造船、すなわち古代エジプト古王国時代第４王朝クフ王（在位紀元前 2609～2584 年）

のピラミッドに副葬されたクフ王「第２の船」（推定全長約 42ｍ）の木製部材を、発掘後に保存処理

し、組み立て復原することを目指している。

「第２の船」を復原するためには、古代エジプトの造船計画（構造、材料や建造技術、意匠や寸法、

生産組織など）を、ある程度明らかにしておかねばならない。そうした準備研究の一環として、我々は

古代エジプト木造船の寸法計画の基本的な部分を解明すべく、より小規模で簡素な造りのカイロ博物館

所蔵ダハシュール船 No. EM4925｛写真参照、全長 9.4ｍ、中王国時代第 12 王朝センウセルト３世王

（在位 1878～43？年）ピラミッド複合体より出土、以下 EM4925 と呼称｝を実測し、分析すること

とした。実測調査は 2001 年２月にカイロ博物館にて実施し、2001 年度はデータの分析を行ってきた。

ダハシュール船とは、1894 年にフランス人のド・モルガンがダハシュール地区のセンウセルト３世

王ピラミッド複合体から発掘した複数の船（彼は６隻と記録）を指す。現在４隻のダハシュール船が確

認されているが（エジプト・カイロ博物館２隻、アメリカ・シカゴ博物館１隻、同・カーネギー自然史

博物館１隻）、EM4925 はそれらの中で最も保存状態の良い遺構である。

古代エジプトの木造船は竜骨などの骨組みを持たず、船を構造的に支えているのは、厚さ約７～10cm

ほどの分厚い船底板や舷側板を組み合わせてできた船体外板である。にもかかわらず既往研究は、ダハ

シュール船をはじめとする古代エジプトの木造船遺構に対して、全長、全幅、全高など全体規模のみを

測量するばかりで、船体外板の計画についてはあまり考慮してこなかった。そこで我々は、透明フィル

ムを用いて EM4925 の船底板、舷側板計 32 点の形状をトレースし、原寸図を作成（図参照）、それ

をもとにして、全長、全幅のみならず、どのように船体外板が計画されたのかを分析することとした。

２．主な研究成果

2.1 EM4925 の全体規模と肘尺の関係

表１［長さ（mm）］欄に示した寸法は、1993 年の論文でハルデーンが公表した、EM4925 の全長、

全幅、船体深さである。古代エジプトで用いられた物差し＝肘尺（ロイヤル・キュービット）は、長さ

が 523mmとされるが、EM4925 の全長、全幅は、この肘尺の整数倍で表すことが出来る（表１［cubit

換算］［計画（cubit）］［誤差（mm）］欄参照、船体深さは肘尺の整数＋1/2 倍で表せる）。

2.2 EM4925 の船体外板の寸法と肘尺の関係

EM4925 の船体外板は、船底板を中心に、左右舷各５条列の舷側板列から構成される。表２はこれ

ら各部材の長さと各条列の総長を示したものだが、船底板総長、右舷の第２、第３、第４条列総長、そ

して左右舷の甲板梁挿入ラインが、いずれも前述した肘尺の整数倍（各々 20、16、20、13、20 肘尺）

で表すことが出来る（右舷第１、左舷第２、第３条列総長は、肘尺の整数＋1/2 倍で表せる）。







2.3 船の寸法計画に関する文字資料

古代エジプト新王国時代第 18 王朝トトメス１世王（在位紀元前 1525～16 年）に仕えたイネニの墓

には、２本のオベリスクを運んだ船について、長さは 120 肘尺、幅は 40 肘尺と記している碑文がある。

この文字資料は、船の全長、全幅が肘尺の整数倍で計画された可能性があることを物語っている。

また末期王朝時代の紀元前 449～430 年頃に古代エジプトを訪れたギリシャ人の歴史家ヘロドトスは、

著書『歴史』の中で、各舷側板の長さが肘尺の整数倍で計画されていたことを伝えている。舷側板の長

さが肘尺の整数倍なら、それらを結合した舷側板の各条列総長も結果的に肘尺の整数倍となる。

2.4 EM4925 の計画

EM4925 の実測値が示す傾向に、年代的にはやや異なるが、船の寸法に関する文字資料をあわせ考

慮すると、EM4925 は以下のように計画されたことが推定される。

・船底板は総長 20 肘尺で木取りされ、直線距離で全長 18 肘尺となるように、曲面を形成する。

・舷側板は、各条列の総長が肘尺の整数倍（一部整数＋1/2 倍）となるよう木取りされ、曲面を形成

する。甲板梁端部をつなぐラインの総長も、左右舷各 20 肘尺。

・最長の甲板梁（船の全幅）は４肘尺。

ただし、舷側板各条列の総長は、右舷は明確に肘尺の整数倍（一部整数＋1/2 倍）となるが、左舷

ではその傾向は見出しにくい。したがって右舷は規範として計画に忠実に、左舷に先行して造られたが、

左舷は船体が結果的に左右対称になればよいと、現場あわせで造られたという工程が想定される。
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５．研究活動の課題と展望

我々は本年度は以上のように、古代エジプトの木造船の全体規模、船体外板の寸法計画を推定した。

今後はこの分析案を、他のダハシュール船の寸法に照らし合わせて確認していきたい。その上で造船に

関する壁画資料などをもとに、寸法計画と関連づけて、建造手順などの技術の分析を目指す。


